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五
十
嵐
小
学
校
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
、
第
二
回
総
会

を
、
さ
る
五
月
十
九
日
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
五
十
嵐
コ
ミ

ュ
エ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
五
十
九
名
中
三
十
五
名
の
出
席
と
、
十
四
通
の
委
任
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
来
賓
と
し
て

西
　
　
　
　
区
　
　
　
　
長
　
山
日

五

十

嵐

小

学

校

長

今
井

西
区
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
　
近
藤

同
　
　
　
　
一向
齢
介
護
係
長
　
入
山

の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。十

九
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
実
に
つ
い
て
は
、
二
か
ら
三

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
十
八
年

度
の
活
動
は
今
後
の
コ
ミ
協
の
活
動
を
ど
う
す
る
か
を
模
索
す

る
こ
と
で
終
り
ま
し
た
。
決
算
も
、
市
か
ら
の
三
十
万
円
だ
け

で
賄
い
ま
し
た
の
で
そ
の
報
告
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
議
会
に
対
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
で
議
事

が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次

拶

二
十
嵐
小
幸
な
区

ョ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会

長

禁

木

工

明

昨
年
皮
は
禁
足

一
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
域

課
起
の
本
女
や
先
明
を
通
し
て
コ
ミ
協
の
を
う
方
を
研

修
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
友
か
ら
は
地
域
独
自
の
活

動
を
及
開
し
て
い
か
ね
ば
な
う
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
部
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
梓
を
定
め
、

参
カロ
回
体
と
の
連
携
を
図
う
な
が
ら
、
活
動
の
汽
果
を

高
め
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

「孝
も
が
安

ば
し
て
芸
ら
せ
る
ま
ち
」
は
お
仕
考
せ
で

な
く
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
仁
民
が
、
自
ら
考

え
、
自
ら
行
動
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ

っ
て
宍
塊

す
る
と
い
う
理
合
の
も
と
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。地

域
の
管
き
ま
の

一
滑
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

義 正 文 囲
秋 次 幸 郎

様 様 様 様
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平成19蜂度活動計画
, 総   会

正 副 会 長会
・正 副 部 長会
・広報編集会議

(5月 19日)

(毎月 2回 程度)

(随 時 )

(随 時 )

・ 「五十小コミ協だより」発行 (6月・1月)
・役 員  会   (毎 月第 2週土曜日夜 7:00～ )
・自治会長会   (年 3回程度、その他必要に応じてその都度)
・各種会議に参加 (その都度)

【防火 ・防災部会】

1防災意識の高揚と、防災についての研1夕に努め、 十

1地域の防火 ・防災に貢献する。         |

6月  自 主防災会活動の推進。

未組織の自治会にはその結成を。

既設自治会にはその充実強化を。

7月 各 自治会との自主防災連絡会で情報交換を。

9月  「防火 ・防災だより」の発行 (全戸配布)

10月 秋 の火災予防旬間の推進。

【青少年健全育成部会】

|スポーッ、ボランテイア活動を通して、青少年の 十
1健全育成を図る。また、通学路の安全管理、社会 |

1環境の浄化などに貢献する。          |

6月 五 十小コミ協での健全育成の在り方探究。

7月 各 自治会健全育成担当者との合同会の開催。

通学路の安全管理、社会環境の浄化。

10月 子 育てについての研修会の開催。

通年 子 どもボランテイア活動の推進。

施設の訪間、老人会との交流、環境美化。

【防犯活動部会】

1自主防犯活動、青少年や高齢者への防犯指導、防 |
1犯環境の点検整備などに尽力し、犯罪のない街づ |

|くりに努める。                 |

6月 五 十嵐小学校区防犯委員会の設立。

7月 ・2月  防 犯委員会と警察との懇談会開催。

8月 ・10月 一 般住宅戸締まり点検指導。

【交通安全活動部会】

控ヨ摩奎瑠華読ヨ!嚢:賛1
4月 全 国交通安全全国統一行動に参加。

6月 各 自治会との連絡協議会を開催。

交通安全に関わる施設の点検 ・整備。

交通安全器材の配布。

7月 `10月 児 童 ・高齢者自転車教室の開催。

【福祉活動部会】

1社会福祉協議会、民生 ・児童委員協議会、老人ク|

|ラブなどと協働して、地域の福祉の充実に努める。|

6月 地 域包括センター坂井輪との連絡協議会。

10月 家 庭看護法の実技指導講習会の開催。

11月 友 愛訪問員との連絡協議会。

2月 民 生 ・児童委員との連絡協議会。

【文化 ・スポーツ振興部会】

1地域住民の健康増進及び文化的な活動の促進を図り|

1生涯学習の推進に貢献する。          |

6月 部 会報の発行

学区内の文化的活動団体 ・体育的活動団

体の情報を地域住民に提供。

7月 さ わやかウォーキングの実施

10月 各 種ゲーム、体力測定などで児童 ・住民

の健康と親睦を推進。

【生活環境部会】

|ごみステーション及びバス停留帯をフォーマット|
|によって現況調査をし、問題点を明確にして、可|

1能対応の研究をする。             |

5月 ,6月  活 動のための部員募集。

7月 フ ォーマットによる現況調査。

8月 ・9月 調 査結果のまとめ。

10月 問 題点の整理と共通の問題の抽出と解決

の手法の研究検討。

12月 行 政担当者との協働検討。

活動計画についての要望や、提案がありました

らご連絡ください。

連絡先

会  長  鈴 木 正 明 TEL FAX 269-4フ フ0

事務局長 安 藤 耕 平 TEL FAX 268-20フ 5
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会費T世 帯 200円 をお願いすることになりました。

18年度予算は市より 「運営費助成金100,000円」 「振興支援補助金200,000円」の計300,000円と五十嵐地区自
治会運合会よりの寄付金6,370円の合計306,486円の編成でした。収支決算で88円の残があり、19年度に繰り越
しました。

19年度は活動の充実を図るため、自治会長会の了解を得、一世帯200円の会費をお願いし、予算を編成し
ました。

収入 ・支出について帳鶴
れていることを認めます。

平成19年4

会 計 監 査 報 告
・証拠書類および預金通帳を照合監査した結果、適正に処理さ

月24日 会 計監事 佐 藤 貞男(ギ題調 渡 辺  謙 ‐

収入の部 平成 1 9年度収支予算案
項 目 予 算 額 前年度決算額 増 減 摘 要

運 営 費助 成 金 100,000 100,000 0 区コミュニティ協議会助成金

振興支援補助金 200,000 200,000 0 区コミュニティ協議会補助金

会 費 1,000,000 0 1,000,000 各自治会より (200円×5,000)

寄  付   金 0 6,370 △ 6,370 自治会連合会より

雑 費 0 66 △   66 銀行利息

△
日 計 1,300,000 306,436 993,564

項 目 予 算 額 前年度決算額 増 減 摘 要

事  務   費 90,000 64,472 25,528 物品購入費、印刷費、通信費

会  議   費 200,000 100,214 99,786
総会、役員会、自治会長会、部会、

会場費、その他

広 報 発 行 費 200,000 141,750 58,250 年 2回 発行

事

業

費

防火 防災 部 50,000 0 50,000

健 全 育 成 部 20,000 0 20,000

防犯 活 動 部 50,000 0 50,000

交 通 安 全 部 50,000 0 50,000

福 祉 活 動 部 55,000 0 55,000

文化・スポーツ部 30,000 0 30,000

生 活 環 境 部 30,000 0 30,000

報  酬   費 330,000 0 330,000 役員への報酬

負  担   金 10,000 0 10,000

交  通   費 40,000 0 40,000

助 成 金 40,000 0 40,000 消防団への助成 (20,000×2)

雑 費 20,000 0 20,000

予 費備 85,000 0 85,000

計
△
日 1,300,000 306,436 993,564
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移レグ鶴謂細椀伊彰所
成
人
、
男
性
二
十
七
名
、
女
性
三
十
九
名

小
学
生
、
男
子
十
三
名
、
女
子
十
九
名

△回
　
計
　
九
十
八
名
の
参
加
者

七
月
八
日
（日
）
、
五
十
嵐
小
学
校
区
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
主
催
の

「
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
た
。

第
六
回
の
大
会
で
あ
る
が
、
今
回
は
五
十
嵐

小
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
も
共
催
と

い

う
形
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

下
記

コ
ー
ス
で
約

一
時
間
半
で
あ
る
。
午
前

六
時
集
合
と
い
う
早
朝
の
会
に
も
か
か
わ
ら
ず

百
名
近
い
方
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

自
然
に
出
会
え
た
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

五
　
年
　
秋
山
　
雛
乃

七
月
八
日
の
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、
歩
い
て
通

っ
た
こ
と
の
な
い
道
を
通

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
た
く
さ
ん
の
自
然
に
出
会
い
ま
し
た
。
車
が
い
っ
ぱ
い
通

る
所
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、
林
や
草
む
ら
も
い
つ
ば
い
あ
り
ま
し
た
。

林
の
前
を
通
る
と
、
本
の
み
つ
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
木
の
み
つ
の
に
お
い

は
、
甘
い
よ
う
な
、
あ
お
く
さ
い
よ
う
な
に
お
い
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
虫
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
道
路
の
わ
き
の
歩
道
に
、
カ
ミ
キ
リ
虫
が
い
ま
し
た
。
歩
い
て
い

る
人
に
ふ
ま
れ
そ
う
で
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
私
は
昆
虫
が
大
好
き
な
の

で
、
虫
を
探
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
、
こ
が
ね
虫
、
だ
ん
ご
ろ
虫
、
し

っ
け
虫
、

て
ん
と
う
虫
、
ア
リ
、
ク
モ
な
ど
に
出
会
い
ま
し
た
。

朝
早
く
て
少
し
ね
む
た
か

っ
た
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た

で
す
。

さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
一八
　
年
　
丸
山
　
恵
美

朝
の
学
校
を
見
る
と
、
朝
日
が
照
り
つ
け
て
新
し
い
建
物
の
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
朝
は
寒
か

っ
た
で
す
。
そ
ん
な
中
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
去
年
は
海
岸
ぞ
い
を
歩
い
た
り
、
砂
防
林
の
中
を
歩
い
た
り
で
し
た
が
、
今

年
は
交
通
量
の
多
い
道
路
の
歩
道
を
歩
き
ま
し
た
。
三
十
人
か
ら
四
十
人
ほ
ど
の

集
団
で
歩
＜
の
は
恥
ず
か
し
い
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

み
ん
な
は
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
あ
る
き
な
が
ら
探
す
よ
う

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
意
外
な
所
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
車
が
通
り
過
ぎ
た

後
に
き
た
風
で

「風
の
音
」
、
葉
の
表
面
や
友
達
の
耳
に
生
え
て
い
た

「う
ぶ
毛
」
、

海
岸
の
近
く
で
は
、
ア
リ
の
巣
の
よ
う
な
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
特
に
び

っ

く
り
し
た
の
は
大
き
な
木
を
支
え
て
い
た
小
さ
な
木
の
切
り
株
に
も
年
輪
が
あ

っ

た
こ
と
で
す
。
こ
の
発
見
で
ま
た

一
つ
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
来
年
も
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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